
江
戸
幕
府
政
治
の
中
心
で
あ
る
江
戸
城
本
丸
の
構
造
と
政
治
に
つ
い
て
は
、
深
井

雅
海

『

江
戸
城
―
本
丸
御
殿
と
幕
府
政
治』

(

�)

を
は
じ
め
と
す
る
成
果
を
生
ん
で
き
た
。

ま
た
殿
中
で
の
儀
礼
研
究

(

�)

も
進
展
し
て
い
る
。
一
方
、
都
市
と
し
て
の
江
戸
の
研
究

も
、
大
き
く
進
展
し
て
き
た
。
し
か
し
、
両
者
は
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
論
じ
ら
れ
て

お
り
、
両
者
を
統
合
し
た
議
論
と
は
な
っ
て
こ
な
か
っ
た
。

本
稿
で
は
、
両
者
を
有
機
的
に
論
じ
る
た
め
の
、
江
戸
城

(

狭
義
・
広
義)

が
ど

の
よ
う
な
空
間
構
造
を
持
っ
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
の
概
念
を
提
示
し
、
そ
れ
に
基

づ
き
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
趣
旨
に
つ
い
て
説
明
す
る
。

一

城
と
都
市

織
豊
期
、
そ
れ
ま
で
分
立
し
て
い
た
城
館
・
家
臣
団
集
住
地
と
町
場
が
結
び
つ
き

(

�)

、

江
戸
を
は
じ
め
と
す
る
近
世
城
下
町
へ
と
発
展
し
た
。
冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
、
近

世
都
市
と
し
て
の
江
戸
に
つ
い
て
は
、
諸
社
会
集
団
の
実
態
、
そ
の
重
層
・
複
合
と

都
市
社
会
の
分
節
構
造
、
お
よ
び
そ
れ
に
対
抗
的
な
社
会
構
造
の
展
開
に
つ
い
て
、

都
市
空
間
の
実
態
の
解
明
と
と
も
に
、
近
年
飛
躍
的
な
研
究
の
展
開
が
み
ら
れ
た

(

�)

。

し
か
し
、
都
市
の
な
か
の
江
戸
城
に
つ
い
て
は
、
都
市
史
の
視
点
か
ら
は
、｢

閉
ざ

さ
れ
た
核｣

で
あ
っ
た
が
故
に

｢

城
下
町
の
都
市
生
活
の
機
能
的
核
と
は
な
り
え
な
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シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

｢

歴
史
の
な
か
の
地
図
Ⅴ

江
戸
と
江
戸
城｣

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

｢

歴
史
の
な
か
の
地
図
Ⅴ

江
戸
と
江
戸
城｣

科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究

(

Ａ)
｢

地
図
史
料
学
の
構
築
―
前
近
代
地
図
デ
ー
タ
集
積
・
公
開
の
た
め
に
―｣

、
同

｢『

地
図
史
料
学
の
構
築』

の
新
展
開
―
科
学
的
調
査
・
復
元
研
究
・
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
―｣

で
は
、
二
〇
〇
六
年
以
来
毎
年
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
画
像
史
料
解
析
セ
ン
タ
ー
と
共
催
し
、｢

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

歴
史
の
な
か
の
地
図
・
空
間｣

シ
リ
ー
ズ
を
開
催
し
て
き
た
。
二
〇
〇
九
年

度
に
は

｢

歴
史
の
な
か
の
地
図
Ⅳ

政
治
と
文
化

第
二
部

政
治
と
空
間
―
江
戸
城｣

と
題
し
、
政
治
史

(

深
井
雅
海
氏

｢

江
戸
城
と
い
う
政
治
空
間
―
日
常
的
な
政
治
運
営
と
本
丸
御
殿｣)

・
建
築
史

(

西
和
氏
夫

｢

江
戸
城
と
江
戸
城
図
―
図
面
で
御
殿
は
つ
く
れ
た
か｣)

か
ら
の
講
演
を
行
っ
た
。

二
〇
一
〇
年
度

｢

歴
史
の
な
か
の
地
図
Ⅴ

江
戸
と
江
戸
城｣

で
は
、
こ
れ
ら
の
成
果
を
踏
ま
え
、
江
戸
城
と
江
戸
の
両
者
を
有
機
的
に
論
じ
る
こ
と
を
め
ざ
し
た
。
日
本
史
か
ら
松
尾
美
惠
子
氏
・
岩

淵
令
治
氏
・
千
葉
正
樹
氏
の
報
告
、
中
国
史
に
つ
い
て
の
杉
山
清
彦
氏
報
告
、
朝
鮮
史
の
吉
田
光
男
氏
の
コ
メ
ン
ト
に
よ
り
、
東
ア
ジ
ア
を
視
野
に
い
れ
た
議
論
を
行
な
っ
た
。
以
下
、
当
日
の
報
告
に
基

づ
き
、
各
報
告
者
が
そ
れ
ぞ
れ
ま
と
め
た
も
の
を
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
成
果
と
し
て
収
録
す
る
。

研
究
代
表
・
杉
本
史
子

杉

本

史

子

都
市
空
間
の
な
か
の
江
戸
城
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紀伊
甲州方面

奥
州
方
面

歴代将軍
霊廟
宝蔵・文庫

奥金
蔵

蓮池
金蔵

C

A'

B

C
C C

CA B

N四
谷
門半

蔵
門

半
蔵
門

外
桜
田
門 内

桜
田
門

内
桜
田
門

大
手
門 神

田
川

お
茶
の
水

日
本
橋

両国
広小
路

日
本
橋

日
比
谷
門 南

町
奉
行
所

日
比
谷
門

常
盤
橋
門

呉
服
橋
門

常
盤
橋
門

呉
服
橋
門

深
川

永
代
橋

両
国
橋

両国
広小
路

筋
違
門

浅
草
門

西
丸

大
手
門

西
丸

大
手
門

尾張
水
戸

本丸

田
安

一
橋

清
水
御
殿
勘
定
所下

勘
定
所

下
勘
定
所
北
町
奉
行
所

南
町
奉
行
所

老中・若年寄役宅等

海

大川（隅田川）

評
定
所

西丸

町人地
町人地町年寄

堀

堀

東海道

か
っ
た｣

と
さ
れ
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
る

(

�)

。

江
戸
の
中
核
に
据
え
ら
れ
た
江
戸
城
で
は
、
ど
の
よ
う
な
仕
組
み
で
日
常
的
な

｢

政
事｣
を
行
っ
て
い
た
の
か
。
右
の
都
市
史
研
究
の
成
果
を
得
て
、
都
市
の
実
態

を
踏
ま
え
た
う
え
で
の
、
都
市
に
基
盤
を
置
く
政
権
中
枢
の
検
討
が
可
能
な
段
階
に

至
っ
て
い
る
。
次
に
掲
げ
る
図
１

｢

江
戸
城
概
念
図｣

は
、
天
守
閣
を
捨
て
軍
事
的

機
能
最
優
先
か
ら

｢

実
務
的
政
庁｣

(

�)

と
し
て
の
性
格
を
強
め
た
段
階
、
明
暦
の
大
火

(

十
七
世
紀
後
半)

を
経
て
評
定
所
が
独
立
し
た
場
と
な
り
、
門
の
守
衛
体
制
も
整
っ

た
享
保
期

(

十
八
世
紀
前
半)
後
の
江
戸
城
に
注
目
し
て
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。

あ
え
て
江
戸
城
を
主
語
に
し
て
平
時
の
江
戸
を
と
ら
え
る
こ
と
で
、｢

政
事｣

と
社

会
の
動
態
的
把
握
を
考
察
す
る
手
が
か
り
と
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
る
。

二

空
間
と
し
て
の
江
戸
と
江
戸
城

図
１
の
図
化
の
視
点
に
つ
い
て
説
明
し
て
お
こ
う
。

(

１)

図
示
範
囲

図
１

｢

江
戸
城
概
念
図｣

は
、
将
軍
の
居
所
を
中
心
に
、
堀
・

門
で
囲
ま
れ
た
領
域
ま
で
を
、
Ａ
〜
Ｃ
に
エ
リ
ア
分
け
し
て
図
解
し
た
も
の
で
あ
る

(

�)

。

江
戸
時
代
に

｢

御
城｣

と
呼
ば
れ
た
領
域
Ａ
を

｢

狭
義
の
江
戸
城｣

と
呼
び
、
こ

れ
に
対
し
て
水
路
・
外
堀
と
門
に
囲
ま
れ
た
全
体
Ｃ
を

｢

広
義
の
江
戸
城｣

と
と
ら

え
る
。
明
治
二
年

(

一
八
六
九)

三
月
の
天
皇
再
幸
後
の
明
治
政
府
に
よ
る
東
京
の

首
都
化
に
際
し
て
は
、
ほ
ぼ
Ｃ
エ
リ
ア
の
内
側
に
相
当
す
る
部
分
を

｢

郭
内｣

と
呼

び
、
武
家
地
と
そ
の
上
の
建
造
物
を
収
公
し
た
。
そ
し
て
、
京
阪
か
ら
移
し
た
政
府

機
構
が
集
中
さ
れ
、
京
都
か
ら
公
家
た
ち
が
移
住
し
て
き
た
。
明
治
三
年
旧
大
名
東

京
居
住
令
は
、｢

大
名
華
族｣

の

｢

郭
外｣

住
居
を
決
定
づ
け
た
の
で
あ
る

(

�)

。

近
世
に
は
、
Ｃ
の
外
側
に
も
、
武
家
地
・
町
人
地
な
ど
が
拡
が
っ
て
い
た
が
、
図

１
で
は
そ
の
領
域
は
捨
象
し
て
い
る
。
な
お
、
表
１

｢

江
戸
城
と
江
戸｣

は
、
図
１

の
外
側
の

｢

御
府
内｣

ま
で
を
含
ん
だ
空
間
に
つ
い
て
、
各
空
間
の
特
質
、
宗
教
施

設
、
門
、
現
在
の
状
況
を
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。

(

２)

図
形

江
戸
城
―
江
戸
は
、
武
蔵
野
台
地
と
隅
田
川
に
挿
ま
れ
た
沖
積
平
野

と
い
う
複
雑
な
地
形
の
上
に
展
開
し
た
。
そ
の
狭
さ
か
ら
海
へ
と
進
出
し
続
け
た
歴

史
を
も
ち
、
何
段
階
に
も
わ
た
っ
て
行
わ
れ
た
建
設
・
造
成
と
建
物
移
転
で
、
複
雑

な
構
造
を
も
っ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
が
、
そ
の
構
造
を
と
ら
え
に
く
い
も
の
と
し
て

き
た
と
思
わ
れ
る
。
図
１
で
は
、
各
エ
リ
ア
を
あ
え
て
単
純
化
し
た
図
形
と
し
て
図

示
し
、
各
エ
リ
ア
の
機
能
の
特
質
と
相
互
関
係
を
明
示
的
に
表
現
す
る
こ
と
を
目
指

し
た
。

(

３)

分
節
化

吉
田
伸
之
氏
を
は
じ
め
と
す
る
都
市
史
研
究
に
お
い
て
は
、
社
会

集
団
に
着
目
し
、
空
間
上
に
刻
印
さ
れ
た
構
造
物
・
境
界
標
識
に
よ
る
分
節
構
造
と
、

不
可
視
で
は
あ
る
が
社
会
を
構
成
す
る
分
節
構
造
と
の
両
方
、
さ
ら
に
対
抗
的
構
造
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を
含
み
込
ん
だ
議
論
を
展
開
し
、
都
市
の
歴
史
を
立
体
的
・
動
態
的
に
描
く
こ
と
に

成
功
し
た
。
一
方
、
図
１
は
、
あ
え
て
、
空
間
を
物
理
的
に
分
節
化
す
る
水
路
・
門

と
い
っ
た
境
界
装
置
に
着
目
し
て
図
化
し
た
。
二
４
で
述
べ
る
よ
う
に
、
権
力
に
よ

る
空
間
統
御
―
空
間
を
分
節
化
し
、
人
や
モ
ノ
の
動
き
を
規
定
す
る
こ
と
―
、
そ
れ

は
政
治
の
重
要
な
側
面
と
言
え
る
か
ら
で
あ
る
。

(

４)

図
示
方
向

図
の
向
き
は
、
北
が
上
で
は
な
い
。
江
戸
城
大
手
門
を
正
面
に

す
え
て
い
る
。
結
果
と
し
て
、
刊
行
江
戸
図
の
嚆
矢
と
さ
れ
る

｢

武
州
豊
島
郡
江
戸

庄
図｣

な
ど
の
多
く
の
江
戸
図
と
同
様
の
向
き
で
の
図
示
と
な
っ
た

(

�)

。

各
エ
リ
ア
の
特
質
を
機
能
別
に
概
述
す
る
な
ら
ば
、
Ａ
＝
将
軍
の
宮
殿
と
役
所
中

枢
の
エ
リ
ア
、
Ｂ
＝
支
配
に
か
か
わ
る
機
関
や
大
名
公
邸

(

上
屋
敷)

の
エ
リ
ア
、

Ｃ
＝
Ａ
・
Ｂ
を
支
え
る
市い
ち

で
あ
り
全
国
流
通
や
民
間
の
情
報
発
信
に
関
わ
る
エ
リ
ア

に
分
け
ら
れ
る
。
建
造
物
を
中
心
に
述
べ
る
な
ら
ば
、
Ａ
に
は
、
本
丸
を
は
じ
め
と

す
る
殿
舎
群
・
園
地
、
�
、
金
蔵
な
ど
が
置
か
れ
て
い
た

(

�)

。
Ａ’
に
は
、
老
中
公
邸

(

役
宅)

を
は
じ
め
と
す
る
邸
宅
が
建
ち
並
ん
で
い
た
。
Ｂ
エ
リ
ア
に
は
、
町
政
を

支
配
す
る
東
西
町
奉
行
や
支
配
違
の
裁
判
な
ど
を
行
う
評
定
所
、
大
名
の
上
屋
敷
な

ど
が
置
か
れ
た
。
Ｃ
エ
リ
ア
に
は
、
西
部
に
は
幕
府
直
臣
団
が
、
東
部
に
は
町
人
地

が
存
在
し
て
い
た
。
町
人
地
は
図
に
示
し
た
よ
う
に
、
日
本
橋
を
中
心
に
街
道
沿
い

に
広
が
っ
て
い
た
。

江
戸
城
に
お
け
る

｢

政
事｣

と
は
、
こ
れ
ら
の
エ
リ
ア
の
有
機
的
に
結
び
つ
き
の

な
か
で
実
現
し
て
い
た

(

	)

。

１

将
軍
に
よ
っ
て
意
味
づ
け
ら
れ
た
空
間
―
Ａ
エ
リ
ア

Ａ
エ
リ
ア
の
中
心
で
あ
る
本
丸
空
間
は
将
軍
と
い
う
存
在
に
よ
っ
て
意
味
づ
け
ら

れ
て
い
た
。
深
井
雅
海

『

江
戸
城
―
本
丸
御
殿
と
幕
府
政
治』

(


)

は
、
江
戸
城
本
丸
を

舞
台
と
し
た
幕
府
政
治
と
、
本
丸
と
い
う
空
間
―
将
軍
の
執
務
・
生
活
空
間
と
し
て

の

｢

奥｣

と

｢

将
軍
と
の
関
係
を
表
徴
す
る｣

儀
礼
の
場
と
し
て
の

｢

表｣

―
を
有

機
的
に
論
じ
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。
深
井
に
よ
れ
ば
、
外
泊
先
で
も
、｢

奥
―

表｣

の
基
本
構
造
が
厳
密
に
維
持
さ
れ
た
。
一
方
、
最
後
の
将
軍
徳
川
慶
喜
は
、
将

軍
宣
下
を
受
け
た
後
も
一
定
期
間
は｢

奥
―
表｣

な
ど
従
来
の
政
治
空
間
構
成
を
も
っ

た
二
条
城
に
、
あ
え
て
入
ら
ず
、
旧
套
に
縛
ら
れ
な
い
機
動
的
な
政
治
活
動
を
目
指

し
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る

(

�)

。

｢
奥
―
表｣

の
空
間
構
造
と
は
、
従
来
言
わ
れ
て
き
た
よ
う
に
、｢

ケ
ー
ハ
レ｣

構

造

(

�)
の
近
世
的
形
態
で
あ
る
と
の
理
解
で
よ
い
の
か
。
本
丸
空
間
と
将
軍
と
い
う
政
治

権
力
・
幕
府
政
治
の
特
質
は
今
後
さ
ら
に
検
討
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
松
尾
美
惠
子

｢

家
光
政
権
期
江
戸
城
と
江
戸
の
防
衛｣

(

本
号
所
収)

は
、
江
戸
城
と
江
戸
の
防
衛

の
再
考
の
必
要
性
と
い
う
問
題
意
識
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
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江戸城 呼称 区分 特質 門 現在

江
戸

江
戸
城

(

広
義)

江
戸
城(

狭
義)

城

内
Ａ

将軍居所
役所 (中枢)

儀礼

あり

皇居のうち
宮殿 (西丸)､
皇居東御園
(本丸)

内
曲
輪

Ａ’ 役所 (役宅) 皇居前広場

Ｂ

支配 (町奉行所・

評定所)

大名上屋敷

外
曲
輪

Ｃ

市 (A・B を支

える町方)

防衛 (西部に旗

本・御家人)

全国流通 (モ

ノ＜蔵屋敷－水

路・陸路＞､ 情

報)

ご
府
内

Ｄ

浅草米蔵 (幕

府領年貢)・本
所材木蔵
御三家

なし

表１ 江戸城と江戸

©2012 Historiographical Institute(Shiryo Hensan-jo)The University of Tokyo



２

役
所
空
間
―
Ａ
・
Ａ’
・
Ｂ
エ
リ
ア

近
年
、
幕
府
政
治
の
実
態
に
つ
い
て
、
文
書
作
成
・
管
理
か
ら
の
検
討
が
格
段
に

進
ん
だ
。
政
治
を
書
類
作
成
・
使
用
・
保
管
・
流
布
の
観
点
か
ら
と
ら
え
直
す
こ
と

は
、
政
治
を
抽
象
的
概
念
か
ら
み
る
の
で
は
な
く
、
ま
た
個
別
の
人
間
関
係
に
の
み

依
拠
し
て
み
る
の
で
も
な
い
、
具
体
的
人
・
組
織
と
場
の
な
か
で
み
る
発
想
と
も
つ

な
が
っ
て
く
る
。

江
戸
幕
府
の
政
策
は
、
将
軍
―
老
中
―
奉
行
と
い
っ
た
職
制
で
決
定
さ
れ
た

(

�)

。
中

核
と
な
っ
た
老
中
は
、
Ａ
エ
リ
ア
に
協
議
の
場

(

御
用
部
屋)

を
も
ち
、
ま
た
Ａ’
エ

リ
ア
に
役
宅
を
拝
領
し
た
。
ま
た
、
大
名
が
任
命
さ
れ
る
寺
社
奉
行
で
は
、
任
命
さ

れ
た
大
名
が
自
邸
を
改
造
し
て
役
所
と
し
、
ま
た
自
ら
の
家
中
を
奉
行
の
ス
タ
ッ
フ

と
し
た
。
寺
社
奉
行
は
複
数
任
命
さ
れ
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
が
個
別
に
自
前
の
役
所
と

ス
タ
ッ
フ
を
抱
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
一
方
、
幕
臣

(
上
級
旗
本)

が
任
命
さ
れ
る

勘
定
奉
行
の
場
合
は
、
常
設
の
勘
定
所
が
Ａ
エ
リ
ア
に
存
在
し
、
下
僚
も
幕
臣

(

旗

本
・
御
家
人)

に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
た
。
同
じ
く
、
町
奉
行
は
奉
行
の
居
所
を
兼

ね
た
町
奉
行
所
が
Ｂ
エ
リ
ア
に
存
在
し
た
。
こ
の
よ
う
に
幕
府
の
役
所
機
能
は
、
Ａ
・

Ａ’
・
Ｂ
エ
リ
ア
に
存
在
し
て
い
た
。
Ｂ
エ
リ
ア
に
は
、
ま
た
右
の
三
奉
行
ら
が
協
議

す
る
評
定
所
が
置
か
れ
て
い
た
。

３

不
特
定
多
数
向
け
の
情
報
の
発
信
地
―
Ｃ
・
Ｄ
エ
リ
ア

Ｃ
エ
リ
ア
東
部
に
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
町
人
地
が
拡
が
っ
て
い
た
。
そ
の
中
心

日
本
橋
は
、
慶
長
九
年

(

一
六
〇
四)

全
国
里
程
の
基
点
と
定
め
ら
れ
、
東
海
・
東

山
・
北
陸
の
街
道
に
一
里
塚
が
築
か
れ
た
と
さ
れ
る

(

�)

。

市
中
は
不
特
定
多
数
向
け
の
民
間
の
情
報
発
信
の
場
で
も
あ
っ
た
。
出
版
・
販
売

を
行
う
本
屋
は
、
Ｃ
の
日
本
橋
付
近
や
、
Ｄ
の
上
野
・
芝
・
浅
草
の
門
前
町
な
ど
に

多
か
っ
た
。
貸
本
屋
が
市
中
全
体
に
散
在
し
て
い
た

(

�)

。
ま
た
、
出
版
物
と
演
劇
・
読

売
・
口
舌
文
芸
な
ど
身
体
的
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
が
結
び
つ
い
た

｢

近
世
的
公
開
メ

デ
ィ
ア｣

(

�)

が
、
店
先
・
芝
居
小
屋
・
路
上
・
広
場
・
開
帳
や
祭
の
場
で
、
日
常
の

｢

外｣

の
情
報
を
人
々
に
発
信
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
情
報
の
る
つ
ぼ
の
な
か
で
、

江
戸
自
身
を
表
現
対
象
と
し
た
地
誌
や
地
図
も
盛
ん
に
刊
行
さ
れ
た
。
千
葉
正
樹

｢

画
像
の
な
か
の
江
戸
城｣

(

本
号
所
収)

は
こ
う
し
た
民
間
出
版
の
な
か
で
、
各
エ

リ
ア
と
く
に
Ａ
エ
リ
ア
が
ど
の
よ
う
に
対
象
化
さ
れ
表
現
さ
れ
た
の
か
を
検
討
す
る
。

４

空
間
・
行
動
を
統
御
す
る
装
置
―
門

前
述
し
た
よ
う
に
表
１
で
は
、
門
が
設
置
さ
れ
た
範
囲
を

｢

広
義
の
江
戸
城｣

と

理
解
し
て
い
る
。
門
は
、
空
間
を
複
数
の
エ
リ
ア
に
分
断
し
、
同
時
に
複
数
エ
リ
ア

を
繋
ぐ
機
能
を
も
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
古
代
中
国
で
は
、
①
宮
城
の
門
に
よ
る

区
画
と
儀
礼
と
の
整
然
と
し
た
対
応
関
係
や
、
②
都
市
の
門
の
開
閉
に
よ
る
住
民
生

活
の
統
制
が
指
摘
さ
れ
て
い
る

(

�)

。

し
か
し
、
江
戸
城
の
門
に
つ
い
て
は
、
泰
平
の
時
代
に
機
能
が
形
骸
化
し
た
と
見

ら
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
門
番
勤
務
が
実
際
に
は
請
負
業
者
に
よ
っ
て
担
わ
れ
て

い
た
等
の
実
態
が
明
ら
か
に
さ
れ
つ
つ
あ
る
一
方
、
そ
の
政
治
的
機
能
に
つ
い
て
は

本
格
的
に
研
究
さ
れ
る
こ
と
は
必
ず
し
も
多
く
は
な
か
っ
た
。
そ
の
な
か
で
、
針
谷

武
志
は
、
初
期
の

｢

際
限
な
き
軍
役｣

が
中
期
に
は
固
定
化
さ
れ
、
い
わ
ば

｢

際
限

あ
る
軍
役｣

に
移
行
し
た
あ
と
、
海
防
の
時
代
を
迎
え
る
こ
と
に
注
目
し
、
軍
都
と

し
て
江
戸
を
見
直
す
観
点
か
ら
城
門
警
備
の
問
題
を
詳
細
に
検
討
し
た

(

�)

。
こ
の
よ
う

な
研
究
状
況
の
中
で
岩
淵
令
治
は
、
機
能
形
骸
化
論
に
陥
ら
ず
、
近
年
明
ら
か
に
さ

れ
つ
つ
あ
る
門
番
の
実
態
、
都
市
の
な
か
で
の
機
能
、
儀
礼
の
演
出
と
い
っ
た
諸
側

面
を
総
合
的
に
検
討
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る

(

�)

。｢

境
界
と
し
て
の
江
戸
城
大
手

三
門｣

(
本
号
所
収)

は
そ
の
問
題
意
識
か
ら
、
都
市
社
会
と

｢

狭
義
の
江
戸
城｣

と
の
境
界
装
置
で
あ
る
大
手
三
門
の
番
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
。
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三

｢

兵
営
国
家｣

―
比
較
史
の
可
能
性

丸
山
真
男
の

｢

兵
営
国
家｣

と
い
う
用
語
を
近
世
日
本
に
適
用
し
た
の
は
、
高
木

昭
作
で
あ
っ
た
。
幕
藩
体
制
に
お
い
て
は
政
治
の
基
本
体
制
が
軍
事
組
織
の
発
想
に

よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
、
科
挙
官
僚
に
よ
る
中
国
の
政
治
体
制
と
は
異

質
の
も
の
だ
っ
た
と
い
え
る
。
一
方
で
、
杉
山
清
彦

｢

清
代
の
北
京
と
紫
禁
城｣

(

本
号
所
収)

は
、
中
国
清
代
に
お
い
て
も
、
科
挙
官
僚
の
統
治
は
旧
明
領
に
限
定

さ
れ
、
帝
国
全
体
の
運
営
は
八
旗
組
織
と
い
う
軍
事
組
織
が
担
っ
て
い
た
こ
と
を
指

摘
し
て
い
る
。
杉
山
は
、
支
配
集
団
が
軍
事
組
織
で
あ
る
形
態
を

｢

中
央
ユ
ー
ラ
シ

ア
的
特
徴｣

と
と
ら
え
て
い
る
。
今
後
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
の
比
較
ば
か
り
で
な
く
、

｢

ス
ル
タ
ン
の
奴
隷｣

と
呼
ば
れ
る
軍
人
政
治
家
を
持
っ
て
い
た
オ
ス
マ
ン
帝
国
な

ど
多
様
な
政
治
・
社
会
の
あ
り
よ
う
と
の
比
較
が
望
ま
れ
る
。

[

註]

(

	)

中
公
新
書
、
二
〇
〇
八

(


)

小
宮
木
代
良

『

江
戸
幕
府
の
日
記
と
儀
礼
史
料』
(

吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
六)

他
。

(

�)

小
島
道
裕

｢

戦
国
城
下
町
か
ら
織
豊
期
城
下
町
へ｣

(

都
市
史
研
究
会

『
年
報
都
市

史
研
究
１

城
下
町
の
風
景』

山
川
出
版
社
、
一
九
九
三)

他
。

(

�)

吉
田
伸
之
・
伊
藤
毅
編

『

伝
統
都
市』

(

全
四
巻
、
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
〇)

の
吉
田
信
之
・
伊
藤
毅
執
筆
の
各
巻

｢

序｣

に
研
究
史
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

(

)

伊
藤
毅

｢

移
行
期
の
都
市
イ
デ
ア｣

(

吉
田
伸
之
・
伊
藤
毅
編

『

伝
統
都
市

１

イ
デ
ア』

東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
〇)

(

�)

前
掲

(

)

(

�)

作
成
に
あ
っ
て
は
、
以
下
の
文
献
・
図
を
参
照
し
た
。
平
井
聖
監
修
・
伊
東
龍
一

『

城
郭
・
侍
屋
敷
古
図
集
成

江
戸
城
Ⅰ
Ⅱ』

(

至
文
堂
、
一
九
九
二
・
一
九
九
六)

、

霞
会
館
編

『

鹿
鳴
館
秘
蔵
写
真
帖』

(

平
凡
社
、
一
九
九
七)

、
針
谷
武
志

｢

軍
都
と

し
て
の
江
戸
と
そ
の
終
焉
―
参
勤
交
代
制
と
江
戸
勤
番｣

(『

関
東
近
世
史
研
究』

四
二
、
一
九
九
八)

、
正
井
泰
夫

『

江
戸
・
東
京
の
地
図
と
景
観』

(

古
今
書
院
、

二
〇
〇
〇)

、
江
戸
遺
跡
研
究
会

『

図
説

江
戸
考
古
学
研
究
事
典』

(

柏
書
房
株
式

会
社
、
二
〇
〇
一)

、
松
尾
美
惠
子

｢

江
戸
城
門
の
内
と
外｣

(『

江
戸
東
京
博
物
館
研

究
報
告』

一
二
号
、
二
〇
〇
六)

(

�)

松
山
恵

｢

首
都
・
東
京
の
祖
型｣

(『

建
築
史
学』

四
五
号
、
二
〇
〇
五)

な
ど

(

�)

引
用
さ
れ
る
こ
と
の
多
い
村
井
益
男

『

江
戸
城』

(

中
公
新
書
、
一
九
六
四)

付
図

｢

一
八
〇
〇
年
頃
の
江
戸
城
と
そ
の
付
近｣

も
同
様
の
向
き
を
と
っ
て
い
る
。
同
図
も

地
形
を
単
純
化
し
た
、
一
種
の
モ
デ
ル
図
で
あ
る
。

(

�)

平
井
聖
・
伊
東
龍
一

『

城
郭
・
侍
屋
敷
古
図
集
成

江
戸
城
Ⅰ』

(

至
文
堂
、
一
九

九
二)

(

�)

こ
の
点
に
つ
い
て
は
別
稿
を
予
定
し
て
い
る
。

(

�)

中
公
新
書
、
二
〇
〇
八

(

�)

久
住
真
也

『

幕
末
の
将
軍』

(

講
談
社
、
二
〇
〇
九)

(

�)

内
藤
昌

『

江
戸
と
江
戸
城』

(

鹿
島
研
究
所
出
版
会
、
一
九
六
六)

(

�)

藤
田
覺

｢

幕
府
行
政
論｣

(

歴
史
学
研
究
会
・
日
本
史
研
究
会
編

『

日
本
史
講
座

６』
(

東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
五)

(

�)
｢

当
代
記｣

『

当
代
記
・
駿
府
記』

(

続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
八
八
、｢

当
代
記｣

は
、
伊
勢
亀
山
城
主
松
平
忠
明
の
記
録
と
言
わ
れ
る)

、｢

慶
長
見
聞
集｣

(『

江
戸
叢

書』

二
、
江
戸
叢
書
刊
行
会
、
一
九
六
四
。

(

�)

今
田
洋
三

『

江
戸
の
本
屋
さ
ん』

(

日
本
放
送
協
会
、
一
九
七
七)

、
東
京
都
江
戸

東
京
博
物
館
学
芸
課
展
示
係
編
集

『

図
表
で
み
る
江
戸
・
東
京
の
世
界』

(

江
戸
東
京

博
物
館
、
一
九
九
八)

(

�)

杉
本
史
子

｢

異
国
・
異
域
情
報
と
日
常
世
界｣

(

荒
井
泰
典
・
石
井
正
敏
・
村
井
章

介
編

『

日
本
の
対
外
関
係
６

近
世
的
社
会
の
成
熟』

吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
〇)

(
�)

田
中
淡

｢

中
国
の
門｣

(『

日
本
大
百
科
全
書』

、
小
学
館
、
一
九
九
三)

(

�)
針
谷
武
志

｢

軍
都
と
し
て
の
江
戸
と
そ
の
終
焉
―
参
勤
交
代
制
と
江
戸
勤
番｣

(『
関
東
近
世
史
研
究』

四
二
、
一
九
九
八)

(

�)

岩
淵
令
治

｢

江
戸
城
警
備
と
都
市｣

(『

日
本
史
研
究』

五
八
三
、
二
〇
一
一)
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